
▲いちご研究所 

■FOOD TAPIPEI 2024 

 ６月 26日から 29日に、台湾台北市にて開催され

た FOOD TAIPEI 2024のジャパンパビリオンに出展し

ました。今回栃木県ブースには、県内企業の（株）

壮関が茎わかめを、栃木県漁業協同組合連合会が鮎

とヤシオマスを出品して、試食提供を行いながら商

品を PRしました。会場は、総来場者数４万７千人を

超える大盛況ぶりで、栃木県ブースに訪れる人も多

く、この出展は商品への反応やニーズを知ることに

繫がる良い機会となりました。これからも、見本市

出展をはじめ、県内企業の海外への販路開拓・拡大

を支援していきます。 

 

▲会場の写真 

 

▲ブースの様子 

 

■JICA 海外協力隊表敬訪問 

 JICA海外協力隊 2024年度１次派遣者及び帰国者

による副知事表敬が７月 25日に行われました。帰国

した隊員３名、新たに派遣される隊員４名、合計７

名の表敬訪問でした。帰国隊員は、マダガスカル、

カンボジア、スリランカにて活躍し、派遣隊員は、

ケニア、カンボジア、スリランカ、エクアドルに派

遣されます。帰国隊員は帰国後の新天地にて、派遣

隊員は派遣国での活動にて、御活躍されることを期

待しております！ 

 
▲表敬の様子 

 

■JETプログラム参加者の来県 

７月 31日と８月７日に、JET プログラム(「語学指導

等を行う外国青年招致事業」(The Japan Exchange 

and Teaching Programme)の略称)の一環で、ALT(外

国語指導助手)11名及び CIR(国際交流員)１名計 12

名が栃木県に着任し、県内の市役所や学校に配属さ

れました。ALTと CIRのみなさんには、栃木県のグロ

ーバル化の推進に向けて御活躍されることを期待し

ております！ 

 

▲７月 31日に来県した JET の集合写真 

 

■インド大使館栃木デー 

 ８月５日にインド大使館において、栃木県とイン

ドの相互理解を促進するイベント「栃木デー」を開

催しました。イベントでは、栃木県やインドで盛ん

なクリケットを通じたまちづくりを進める佐野市、

インドでビジネスを展開する県内企業がそれぞれ PR

を行い、インド側からは政府機関や業界団体から組

織概要や投資インセンティブについて解説がありま

した。知事は、栃木県は製造業が県内総生産の約

40％を占める「ものづくり県」であることに触れ
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て、「本県とインドが互いの強みを活かし連携するこ

とが、双方の企業の利益に資するものと確信してい

る。『栃木デー』がその第一歩となるよう協力をお願

いしたい」と期待を込めて挨拶し、インドのジョー

ジ大使は「新たな始まりとなることを確信してい

る。本日の議論が実り多いものになる」と述べ、知

事らに友好の印としてショールが贈られました。

た。 

 

▲ショール贈呈の様子 

 

■中国・浙江省訪問 

栃木県と中国・浙江省は、1993年に友好提携を締結

して以来、30 年以上にわたり交流を続けてきました。 

８月７日～10日には、約６年ぶりに栃木県から浙江

省へ定期協議交流団を派遣し、同省外事弁公室と今後

の友好交流について定期協議を行って参りました。滞

在中は他にも、浙江省科技交流和人才服務中心、浙江

大学、浙江師範大学等への訪問や栃木友人会*との意

見交換会を実施しました。 

*2010 年に設立された、これまで浙江省から受け入れ

た国際交流員・海外技術研究員の OB/OGから成る栃木

県と浙江省の交流促進に寄与することを目的とする

会 

 

▲浙江省人民政府外事弁公室の皆様との写真 

 

 

■パリ五輪栃木県出身メダリストの紹介 

パリ五輪にて、本県出身の７月 28日に松下知之（ま

つした ともゆき）さん（宇都宮市）が競泳男子 400

メートル個人メドレー決勝で銀メダルを、８月 11 日

に鏡優翔（かがみ ゆうか）さん（宇都宮市）がレス

リング女子 76 キロ級で自身初の金メダルを獲得しま

した！おめでとうございます！金メダルを獲得した

鏡選手には、県民栄誉賞を授与することが決まりまし

た。お２人の今後のさらなる御活躍に期待していきた

いと思います。 

 

 

 

 

 

 

■2024年度浙江省友好交流員の派遣 

 栃木県では、浙江省との友好交流事業の１つとして、

1994 年から浙江省友好交流員派遣事業を行っており

ます。本事業は、栃木県民を浙江省友好交流員として

浙江省に派遣し、中国語や中国文化を学びながら、両

県省の友好の架け橋となっていただくもので、これま

で 47名が浙江省へ派遣されました。 

新型コロナウイルスの影響により、約４年ぶりの派遣

となる 2024 年度浙江省友好交流員は、加藤 かれん

（かとう かれん）さん、牧野 想（まきの こころ）

さんに決定しました。お二人は 2024 年９月から 2025

年２月まで浙江省に派遣され、中国の名門大学である

浙江大学で中国語等を学びます。 

 

▲浙江省友好交流員の産業労働観光部長表敬の様子 

（左から４番目加藤さん、５番目牧野さん） 
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